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序　文

　玉名市は、熊本県北部の菊池川下流域に位置しており、旧石器時代からの長い歴史を持ち、豊富な

文化財が所在する地域です。九州新幹線が開通して８年目を迎え、政治経済、教育文化、観光の中心と

してさらなる発展を遂げようとしています。

　このような中で玉名市教育委員会では、様々な開発事業と発掘調査の円滑な調整のため、埋蔵文化

財保護行政の充実に努めているところです。また、その成果の公開、活用を通じて広く教育、文化の発展

に寄与できればと考えております。

　本書は住宅分譲地進入路造成工事に伴う高岡原遺跡の調査成果をまとめたものです。本書が市民の

方々の文化財に対する理解の一助となり、また学術研究にも広くご活用いただければ幸いに存じます。

　最後になりましたが、調査並びに報告書作成にあたっては、各方面で多くの方々に多大なご理解とご

協力を賜りました。ここに厚く御礼を申し上げます。

平成 31 年 3 月 27 日

玉名市教育委員会

教育長　池田　誠一

例　言

１．　本書は、玉名市教育委員会が平成29年度に実施した玉名市山田所在の高岡原遺跡の調査報告

          書である。

２．　調査は、玉名市教育委員会文化課が実施し、田熊秀幸が担当し、𦿸𦿸父雅史と石松　直が補助を行

          った。

３．　出土遺物の実測は、菊池直樹が行い、製図は江見恵留・菊池が行った。

４．　本書に掲載した写真の撮影は、田熊が担当し、𦿸𦿸父と石松が補助を行った。

５．　整理作業は玉名市文化財整理室で行った。

６．　出土遺物は、玉名市文化財整理室で保管している。

７．　本書の編集及び執筆は玉名市教育委員会で行い、田熊が担当し、菊池が補助を行った。



- ●● -

序　文

　玉名市は、熊本県北部の菊池川下流域に位置しており、旧石器時代からの長い歴史を持ち、豊富な

文化財が所在する地域です。九州新幹線が開通して８年目を迎え、政治経済、教育文化、観光の中心と

してさらなる発展を遂げようとしています。

　このような中で玉名市教育委員会では、様々な開発事業と発掘調査の円滑な調整のため、埋蔵文化

財保護行政の充実に努めているところです。また、その成果の公開、活用を通じて広く教育、文化の発展

に寄与できればと考えております。

　本書は住宅分譲地進入路造成工事に伴う高岡原遺跡の調査成果をまとめたものです。本書が市民の

方々の文化財に対する理解の一助となり、また学術研究にも広くご活用いただければ幸いに存じます。

　最後になりましたが、調査並びに報告書作成にあたっては、各方面で多くの方々に多大なご理解とご

協力を賜りました。ここに厚く御礼を申し上げます。

平成 31 年 3 月 27 日

玉名市教育委員会

教育長　池田　誠一

例　言

１．　本書は、玉名市教育委員会が平成29年度に実施した玉名市山田所在の高岡原遺跡の調査報告

          書である。

２．　調査は、玉名市教育委員会文化課が実施し、田熊秀幸が担当し、𦿸𦿸父雅史と石松　直が補助を行

          った。

３．　出土遺物の実測は、菊池直樹が行い、製図は江見恵留・菊池が行った。

４．　本書に掲載した写真の撮影は、田熊が担当し、𦿸𦿸父と石松が補助を行った。

５．　整理作業は玉名市文化財整理室で行った。

６．　出土遺物は、玉名市文化財整理室で保管している。

７．　本書の編集及び執筆は玉名市教育委員会で行い、田熊が担当し、菊池が補助を行った。

本 文 目 次
序文

例言

本文目次

挿図目次

写真・図版目次

表目次

Ⅰ遺跡の位置と環境

　Ⅰ-1 地理的環境

　Ⅰ-2 歴史的環境

Ⅱ調査の概要

　Ⅱ-1　調査に至る経緯

　Ⅱ-2　調査の計画と実施

　Ⅱ-3　調査組織

Ⅲ調査の成果

　Ⅲ-1 基本層序

　Ⅲ-2 検出遺構・遺物

Ⅳ総括

報告書抄録

挿 図 目 次
第 1 図   高岡原遺跡の位置と過去の調査範囲
第 2 図   高岡原遺跡遺構配置図
第 3 図　調査区西壁断面図
第 4 図　S 01 平面・断面図
第 5 図　S 01 竃遺構平面・断面図
第 6 図　S 01 出土遺物実測図
第 7 図　S 02 平面・断面図
第 8 図　S 02 出土遺物実測図
第 9 図　S 03 平面・断面図　　　
第 10 図 S 03 出土遺物実測図
第 11 図 S 04 断面図
第 12 図 S 04 出土遺物実測図
第 13 図 S 05 平面・断面図       
第 14 図 S 05 出土遺物実測図　　　　　　　　

写真 1　重機による表土掘削作業
写真 2　遺構検出作業
写真 3　高岡原遺跡調査状況 1

写真 4　高岡原遺跡調査状況 2
写真 5　高岡原遺跡調査状況 3
写真 6　高岡原遺跡調査状況 4

第 15 図 S06 平面・断面図
第 16 図 S06 出土遺物実測図
第 17 図 S07 平面・断面図
第 18 図 S07 出土遺物実測図
第 19 図 S08 平面・断面図
第 20 図 S08 出土遺物実測図
第 21 図 S09 平面・断面図
第 22 図 S09 出土遺物実測図
第 23 図 S13 平面・断面図
第 24 図 S14 平面・断面図
第 25 図 S14 出土遺物実測図
第 26 図 P24 断面図
第 27 図 P24 出土遺物実測図　　　　　　　
　　  

写 真 目 次

表 目 次
第 1 表　高岡原遺跡遺物観察表（土器類 1）
第 2 表　高岡原遺跡遺物観察表（土器類 2）

第 3 表　高岡原遺跡遺物観察表（土器類 3）
第 4 表　高岡原遺跡遺物観察表（石器類）

·····································································································································································1

·····································································································································································1

·························································································································································2

····················································································································································2

······································································································································································3

··········································································································································································3

·····························································································································································3

··························································································································································································12

·····1
······························· 3

········································4
·······································5

·························5
··································5

·······································6
··································6

　　　·······································7
···································7

···················································8
···································8

········································9
···································9

····························2
·················································2

·····························14

···························15
···························16
···························17

····································9
·································9

····································10
·······························10

···································10
·······························10

···································11
·······························11

···································12
····································13

·······························13
················································13

·······························13

·····18
·····19

···20
······20



-  1  -

Ⅰ　遺跡の位置と環境

Ⅰ　遺跡の位置と環境

Ⅰ－1　地理的環境

　遺跡が所在する山田地区は筑肥山地南東端

に位置する標高501.4mの筒ヶ岳を主峰とする

小岱山地の南縁に形成された段丘である玉名台

地とそれが最終氷期頃に開析されのちに完新世

温暖期に堆積物により埋積された境川の谷底平

野からなる。本地域の地形は開析谷、谷底平野、

段丘である。谷底平野と段丘との境界には急崖

がみられるが、それぞれの地形内では比較的平

坦であり、境川もあり水利がよいため、古くから

人の活動の場となってきている。高度成長期以

前は台地上の耕作地と中近世景観をよく残した

村落が残存する地域あったが、市道立願寺築地

線の整備の後に開発が活発となり、宅地化が進

んでいる。

　調査対象地は、玉名台地上にある標高約27m

の地点に位置しており、高岡原遺跡の北端部に、

あたる。かつては果樹園として利用されていたが、

その後耕作が放棄され、現況は雑草が繁茂する

荒蕪地となっている。

Ⅰ－２　歴史的環境

　境川の谷底平野に面した玉名台地東側の西

縁に所在する高岡原遺跡は弥生時代後期を中

心として縄文時代から中世にかけての遺構がみ

られ、弥生時代後期、古代においては集落跡で

あったとみられる。特に弥生時代後期には、拠点

的な集落であったと考えられる。西側には中世

城館が所在し、東側には縄文時代の遺構がみら

れる区域もある。また古代には立願寺周辺から

続く集落の一部が及んだとみられる。高岡原遺

跡は平成4年の築地立願寺線建設に伴う調査か

ら始まり、これまでに数多くの調査がなされてき

た。平成4年の調査では、24基の住居跡と共に
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第 1 図　高岡原遺跡の調査位置（H29.1）と過去の調査範囲
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後漢鏡（破鏡）や小型仿製鏡などが出土している。

現在鉄塔が建っている南側隣地は平成17年度

に発掘調査を実施しており、弥生時代の住居跡

が数基確認され、土器と共に袋状鉄斧などが出

土している。平成29年度には今回の調査区に加え

て、南西側の地点でも調査を行っており、弥生時代

後期末を中心とした遺構が確認され、土器と共に

袋状鉄斧、鉇などの鉄器が出土している。これらの

調査から一帯は弥生時代後期から古墳時代初頭に

かけての集落が形成されていたと考えられる。遺跡

範囲の西端は中世の「高岡屋敷」と伝えられており、

平成28年度に実施した大型店舗建設に伴う調査

では、中世の掘立柱建物6棟、溝状遺構1条などが

検出され、14世紀～16世紀代の青白磁・瓦器など

が出土している。

　

Ⅱ　調査の概要

Ⅱ－１　調査に至る経緯

　本調査は、玉名市山田字高岡原1996-14におい

て、分譲地進入路造成工事が計画されたことに起

因する。事業計画地の一部は、周知の埋蔵文化財

包蔵地「高岡原遺跡」の範囲内に所在していたため、

平成29年12月7日～8日にかけて、計画地内にお

いて確認調査を実施した。その結果、計画地内の全

域にわたって、古代の溝状遺構及び、弥生時代とみ

られる竪穴住居群が確認された。遺構が確認され

た範囲は、造成によって2～5ｍの掘削が予定され

ており、計画変更による埋蔵文化財の保存も不可

能であったため、平成30年1月10日に追加の確認

調査を実施し、工事が埋蔵文化財に影響を及ぼす

範囲を確定した。その結果、地下遺構が損壊される

範囲（287㎡）を対象に調査を実施し、遺跡の記録

保存を行うこととなった。

Ⅱ －２　調査の計画と実施

　事業主体者は、文化財保護法第93条第1項の規

定に基づき、平成29年11月28日付で埋蔵文化財

発掘の届出を行い、熊本県教育委員会より、施行に

先立ち発掘調査を実施すべき旨の指導が通知され

た（平成30年2月2日付教文第2470号）。これを受

けた事業主体者からの委託を受け、平成29年度事

業として、本発掘調査を実施することとなった。

　調査は、表土から調査対象となる遺構検出面まで

は、株式会社共和建設提供の重機により掘削を行

い、それ以降の包含層掘削、遺構検出及び掘削作

業、記録作業は人力によって行った。遺構分布状況

及び土層堆積状況、個別遺構記録については、実

測図面及び写真による記録を行った。

　重機による表土掘削は平成30年1月30日から開

始し、2月1日からは作業員による人力掘削作業に

入った。2月1日に全体検出作業を行い、同日から溝

状遺構 S 04 の掘削を開始した。爾後、竪穴住居、掘

立柱建物等の遺構掘削を順次行い、写真撮影、遺

物の取り上げ、図面作成、３D測量等を行い、2月22

日に全ての遺構を完掘し、完掘状況写真を撮影し

た後、現地での全作業を終了した。

写真1　重機による表土掘削作業

写真2　遺構検出作業
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Ⅱ－３　調査組織

　平成29年度に発掘調査、平成30年度に報告書作

成を下記の体制により実施した。

調査主体　　玉名市教育委員会

調査責任　　教育長　池田誠一

調査統括　　教育部長　戸嵜孝司

　　　　　　文化課長　竹田宏司（平成29年度）

　　　　　　文化課長　松田智文（平成30年度）

　　　　　　文化課長補佐兼文化係長　兵谷有利

庶務担当　　文化財係長　田中康雄

調査協力　　水植條次郎　共和建設株式会社

調査担当　　技師　田熊秀幸（確認・発掘調査）

　　　　　　主査　菊池直樹（報告書作成）

発掘作業員　岩井光男、大村孝憲、片山昭義

　　　　　　北原靖治、高谷健也、塚本廣二

　　　　　　寺本凉子、村上厚生

整理作業員　尾崎延枝、五野冨美子、坂﨑郷子

　　　　　　早川イツエ

Ⅲ　調査の成果

Ⅲ－１　基本層序

　調査対象地の基本層序はⅠ～Ⅴ層に大別できる。

Ⅰ層は表土で、耕作による著しい撹乱を受けており、

現代の陶磁器片と少量の土師器片が混入している。

Ⅱ層は褐色の埴壌土で、果樹園を造成に伴う造成

土である。Ⅲ層は中粒砂を多く含む埴土であり、近

世以降に二段階にわたって北から南へ押しだしてい

る（Ⅲa・Ⅲb）。いずれもⅣ層は黒褐色の粘性土で構

成された須恵器片や土師器片などを多く含む古代

の包含層であり、調査地南半のみで確認された。Ⅴ

層は褐色の粘性土で構成された基盤土である。調査

区北半は近世以降の削平により、弥生～古代の遺

構が同一面上から検出されている。遺構検出面はⅤ

層上面である。基盤土は北から南へ傾斜しており、

南半部のみ、その上に古代の遺物包含層が広がっ

ている。検出遺構は、溝状遺構１条、竪穴住居８棟、

柱穴8基、柱穴から復元される掘立柱建物２棟であ

る。以下、主な遺構について詳述する。

Ⅲ－２　検出遺構・遺物

Ｓ01（竪穴住居：古墳時代後期）【第4・5・6図】

　調査区内において、唯一全形を確認し得た竪穴

住居である。平面プランは長辺4.9m、短辺4.3mの
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ほぼ正方形を呈する。主軸は35度東に振る。近世

以降に著しい削平を受け、残存深度は9.8cmと浅

いが、全面にわたって張床面が残存しており、床面

直上から、小型の坏身、坏蓋など、7世紀代前半の

遺物が出土した。主柱穴は4基であり、住居の北側

壁には、竈状遺構が配されている。竃状遺構は住居

から外側に70cmほど突出しており、住居側に竃本

体の一部が残る。遺物は1～3を図化した。１は坏

身であり、2はつまみ付の坏蓋である。いずれも小

型であり7世紀前半のものであるとみられる。3は土

師器の坏で、4は甕であり、同時期のものである。

S 02（竪穴住居：弥生時代後期）【第7・8図】

　調査区中央に2棟並んで検出された竪穴住居

で、南北方向3.0m、東西方向検出長4.4m、深度

0.5mを測る。ほぼ南北方向を向いており、東に

隣接するS03と同一の方向軸をとる。切合わな

いことから、同時期に機能していた可能性も考え

られる。主柱穴は2基確認でき、中央に炉跡状遺

構1基、南側壁に沿って住居内土坑1基、東側に

はベッド状遺構を配している。また、全周に周壁

溝を設けている。遺物は5～10を図化した。5

は甕である。6,7は高杯である。住居内土坑か

らは、完形の弥生土器・鉢(8)が出土している。

9、10は黒曜石製の石器で、9は使用痕のある

縦長剥片であり、10は石匙様石器の基部であ

る。石器については縄文時代の遺物の混入の

可能性も残る。廃絶期は遺物からから弥生時

代後期と考えられる。

Ｓ03（竪穴住居：弥生時代後期）【第9・10図】

　調査区中央に2棟並んで検出された竪穴住

居で、南北方向2.8m、東西方向検出長4.0m、

深度0.4mを測る。西に隣接するS02と同一の

方向軸をとり、切合関係を持たない。明確な主

柱穴はなく、北側壁に沿ってベッド状遺構を配し、

全体的に張床を施している。また、床面全域にわ

たって焼土と硬化面が広がっており、火災による

焼失住居である可能性が考えられる。出土遺物

は小片が主であり、短時間における住居の放棄

を想定しがたい。出土遺物は11～13を図化し

た。11は甕の口縁部であり、やや外反し、縁は
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Ⅲa. 鈍い褐色壌土（7.5YR5/3）砂粒（細粒～中粒砂）を多く含む。近世～近代層。
Ⅲb. 鈍い褐色壌土（7.5YR5/4）砂粒（中粒砂）を多く含む。近世～近代層。
Ⅳ. 黒褐色粘性土（7.5YR3/2）炭化物を多く含む。　砂粒、細粒砂少量含む。古代包含層。
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Ⅱ

Ⅱ

体の一部が残る。遺物は1～4を図化した。１は坏



丸い。12、13は高杯の脚部である。ベッド状遺構

の形態と甕の特徴から弥生後期の中葉頃までに

は廃絶されたとみられる。

Ｓ04（溝状遺構：古代）【第11・12図】

　調査区を南北に縦断する溝状遺構である。長軸

は東に22度振り、検出長は16.1mを測る。断面は

逆台形を呈し、上面幅1.5～1.0ｍ、底面幅0.7～

0.4ｍ、深度0.5mを図る。埋土は２段階に分かれて

おり、下層からは須恵器、土師器とともに古代瓦が

検出された。区画溝として利用されたとみられる。

同時期の溝状遺構は、南側隣接地（山田2041-3）

調査時にも確認されており、今回検出された溝はこ

れに続くものとみられる。溝であるため遺物の時代

幅が広い。14は坏もしくは鉢の底部である。14～

17は須恵器の坏であり、17には火襷がみられる。

18、19は土師器の椀とみられる。20は糸切りの土

師器皿である。やや時代が下がり、ピット等からの

混入の可能性がある。21～23は須恵器の壷である。

24は丸瓦であり、凸面は縄目で、凹面は布目がみら

れる。須恵器は8世紀末から9世紀前半とみられる。

土師器はやや新しいものもみられ9世紀後半ごろ

まで延びる可能性がある。

Ｓ05（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭）

　【第13・14図】

　調査区南西部で検出された竪穴住居であり、長

辺6.2m、短辺5.4m、深度0.5mを測る。規模は、S09
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第 6 図　S 01出土遺物実測図
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1.   褐色粘性土（7.5YR4/3）細～中粒砂を含む。炭化物片、粒を含む。

2.   灰褐色粘性土（5YR4/2）中粒砂を多く含む。炭化物を多く含む。

3.   黒褐色粘性土（5YR3/1）炭化物粒を多く含む。炉址。

第 8 図　S02 出土遺物実測図（石器は 1/2）

0 10cmS=1/4

L=
28

.5
0m

1

0 5mS=1/80

H29_ 高岡原 B-13 S002

H29_ 高岡原 B-12 土坑 2(S002?)

H29_ 高岡原 B-14 S002

H29_ 高岡原 B-15 S002
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に並ぶ大型の建物である。南北軸は西に20度振る。

S04、S09に切られる。ベッド状遺構は北、東、南の３

方にみられるが、西側はS09に切られるため不明で

ある。遺物は25、26、27が図化できた。25、26は甕

であり、25は長胴丸底の甕であるとみられる。27は

ジョッキ型土器の底部である。出土した遺物から見

て、廃絶は弥生時代終末期から古墳時代初頭である

とみられる。後述するS09は切り合い関係でS05より

新しく、住居規模もほぼ同様であるが、出土遺物が

遥かに豊富である。遺物はS05とほぼ同時期であり、

両者の時期差は小さいとみられる。

Ｓ06（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 

【第15・16図】

　調査区南端部で検出された竪穴住居であり、南

北方向の検出長2.4m、東西方向3.4m、深度0.3m

を測る。小型の竪穴住居であり、南北方向の軸は西

に25度振る。S07を切り、S07の埋没後に造営され
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竃部断面図土層注記

K.  （竃片）灰白シルト（10YR8/1）しまりあり、細粒砂混入。

1.  灰褐色シルト（7.5YR4/2）焼土・炭化物・土器片混じる。や

　 やしまる。

2.  明赤褐色シルト（2.5YR5/6）焼土層、赤変、粘性あり。

3.  灰褐色シルト（7.5YR4/2）と黄褐色シルト（10YR5/6）のブロッ

     ク土。 しまりあり。　竃本体

4.  灰褐色シルト（7.5YR4/2）と明赤褐色シルト（2.5YR5/6）の

     ブロック土。　竃本体

第 6 図　S 01出土遺物実測図
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第 4 図　S01平面・断面図
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第 7 図　S02 平面・断面図

L=28.50m

L=
28
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S 02 土層注記

1.   褐色粘性土（7.5YR4/3）細～中粒砂を含む。炭化物片、粒を含む。

2.   灰褐色粘性土（5YR4/2）中粒砂を多く含む。炭化物を多く含む。

3.   黒褐色粘性土（5YR3/1）炭化物粒を多く含む。炉址。

第 8 図　S02 出土遺物実測図（石器は 1/2）
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1
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H29_ 高岡原 B-12 土坑 2(S002?)

H29_ 高岡原 B-14 S002

H29_ 高岡原 B-15 S002

1/1 H29_ 高岡原 B-68 S002

S=1/20 3cm

に並ぶ大型の建物である。南北軸は西に20度振る。

S04、S09に切られる。ベッド状遺構は北、東、南の３

方にみられるが、西側はS09に切られるため不明で

ある。遺物は25、26、27が図化できた。25、26は甕

であり、25は長胴丸底の甕であるとみられる。27は

ジョッキ型土器の底部である。出土した遺物から見

て、廃絶は弥生時代終末期から古墳時代初頭である

とみられる。後述するS09は切り合い関係でS05より

新しく、住居規模もほぼ同様であるが、出土遺物が

遥かに豊富である。遺物はS05とほぼ同時期であり、

両者の時期差は小さいとみられる。

Ｓ06（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 

【第15・16図】

　調査区南端部で検出された竪穴住居であり、南

北方向の検出長2.4m、東西方向3.4m、深度0.3m

を測る。小型の竪穴住居であり、南北方向の軸は西

に25度振る。S07を切り、S07の埋没後に造営され
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ている。ベッド状遺構は北と東の２方にみられ、西

側には無かった可能性が高い。遺構の南側は調査

区外であり不明である。床面には炭化物層が認めら

れる。遺物は少なく破片ばかりであるが、28～33を

図化した。28～31は甕である。脚付（29）と長胴丸

底（28）が混在している。32、33は高杯である。遺物

からみて、弥生時代終末から古墳時代初頭に廃絶

されたとみられる。

Ｓ07（竪穴住居：弥生時代後期）【第17・18図】

　　調査区南端部で検出された竪穴住居であり、

南半分が調査区外に位置する。南北方向の検出長

2.3m、東西方向の検出長4.7m、深度0.5mを測る。

南北方向の軸は西に15度振る。また、S04、S06に

切られる。ベッド状遺構は北と東の２方にみられる

が、西側はS04に切られ、南側は調査区外であり不

明である。北縁のみ壁溝が検出されている。遺物は

少なく破片ばかりであるが、34～41を図化した。34

は甕であり、外側は細めの平行のタタキ目がみられ、

内面はハケで調整される。35は甕の脚である。36、

37は壷である。38～40は高杯である。41は台石で

ある。遺物からみた廃絶期は弥生時代後期であり、

弥生時代後期終末のS06に切られることから終末

期までは及ばないとみられる。

Ｓ08（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 　 

【第19・20図】

　調査区南西端部で検出された竪穴住居であり、そ

のほとんどが調査区外に位置するため詳細は不明

である。南北方向の検出長1.6m、東西方向の検出長

1.6m、深度0.2mを測る。南北方向の軸は西に15度

振る。遺物は少なく破片ばかりであるが、4点を図化

した。42から44は甕である。42のみ長胴丸底の甕で

あるとみられる。45は器種は不明であるが、脚部分

であるとみられる。遺物からみて廃絶は弥生時代終

末から古墳時代初頭であるとみられる。　　　　

Ｓ09（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 　

【第19・20図】

　調査区南西端部で検出された竪穴住居であり、西

側半分が調査区外に位置する。南北方向が6.3m、東

西方向の検出長4.7m、深度0.3mを測る。今回の調

査区内で最大のサイズの竪穴住居であり、南北方向

の軸は西に19度振る。S04に切られ、S05を切る。

ベッド状遺構は北、東、南の3方にみられるが、西側

は調査区外であり不明である。中央には焼土がみら

第 9 図　S03 平面・断面図 第 10 図　S03 出土遺物実測図

Ｓ06（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 

【第15・16図】

　調査区南端部で検出された竪穴住居であり、南北

方向の検出長2.4m、東西方向3.4m、深度0.3mを測

る。小型の竪穴住居であり、南北方向の軸は西に25

度振る。S07を切り、S07の埋没後に造営され
- 7 -
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れ、炉があった可能性がある。壁際にみられる小ピットは建物に関連する可能性が高い。出土遺

物は比較的多く、遺物は42～54の13点を図化した。44～47は甕であり、44、45が脚付で、46、

47が長胴丸底である。48～50は壷であり、短頸壷（48）は器壁が非常に薄い。51～53は高杯で

ある。54は胎土が赤色を呈する直口の鉢であるが、作りは丁寧で、表面はハケ目による凝った調

整が
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ている。ベッド状遺構は北と東の２方にみられ、西

側には無かった可能性が高い。遺構の南側は調査

区外であり不明である。床面には炭化物層が認めら

れる。遺物は少なく破片ばかりであるが、28～33を

図化した。28～31は甕である。脚付（29）と長胴丸

底（28）が混在している。32、33は高杯である。遺物

からみて、弥生時代終末から古墳時代初頭に廃絶

されたとみられる。

Ｓ07（竪穴住居：弥生時代後期）【第17・18図】

　　調査区南端部で検出された竪穴住居であり、

南半分が調査区外に位置する。南北方向の検出長

2.3m、東西方向の検出長4.7m、深度0.5mを測る。

南北方向の軸は西に15度振る。また、S04、S06に

切られる。ベッド状遺構は北と東の２方にみられる

が、西側はS04に切られ、南側は調査区外であり不

明である。北縁のみ壁溝が検出されている。遺物は

少なく破片ばかりであるが、34～41を図化した。34

は甕であり、外側は細めの平行のタタキ目がみられ、

内面はハケで調整される。35は甕の脚である。36、

37は壷である。38～40は高杯である。41は台石で

ある。遺物からみた廃絶期は弥生時代後期であり、

弥生時代後期終末のS06に切られることから終末

期までは及ばないとみられる。
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【第19・20図】

　調査区南西端部で検出された竪穴住居であり、そ

のほとんどが調査区外に位置するため詳細は不明

である。南北方向の検出長1.6m、東西方向の検出長

1.6m、深度0.2mを測る。南北方向の軸は西に15度

振る。遺物は少なく破片ばかりであるが、4点を図化

した。42から44は甕である。42のみ長胴丸底の甕で

あるとみられる。45は器種は不明であるが、脚部分

であるとみられる。遺物からみて廃絶は弥生時代終

末から古墳時代初頭であるとみられる。　　　　

Ｓ09（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 　

【第19・20図】

　調査区南西端部で検出された竪穴住居であり、西

側半分が調査区外に位置する。南北方向が6.3m、東

西方向の検出長4.7m、深度0.3mを測る。今回の調

査区内で最大のサイズの竪穴住居であり、南北方向

の軸は西に19度振る。S04に切られ、S05を切る。

ベッド状遺構は北、東、南の3方にみられるが、西側

は調査区外であり不明である。中央には焼土がみら

第 9 図　S03 平面・断面図 第 10 図　S03 出土遺物実測図

Ｓ06（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 

【第15・16図】

　調査区南端部で検出された竪穴住居であり、南北

方向の検出長2.4m、東西方向3.4m、深度0.3mを測

る。小型の竪穴住居であり、南北方向の軸は西に25

度振る。S07を切り、S07の埋没後に造営され
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れ、炉があった可能性がある。壁際にみられる小ピットは建物に関連する可能性が高い。出土遺

物は比較的多く、遺物は42～54の13点を図化した。44～47は甕であり、44、45が脚付で、46、

47が長胴丸底である。48～50は壷であり、短頸壷（48）は器壁が非常に薄い。51～53は高杯で

ある。54は胎土が赤色を呈する直口の鉢であるが、作りは丁寧で、表面はハケ目による凝った調

整が
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26
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れ、炉があった可能性がある。壁際にみられる小ピ

ットは建物に関連する可能性が高い。出土遺物は

比較的多く、遺物は46～58の13点を図化した。46

～49は甕であり、46、47が脚付で、48、49が長胴

丸底である。50～52は壷であり、短頸壷（50）は器

壁が非常に薄い。53～55は高杯である。56は胎土

が赤色を呈する直口の鉢であるが、作りは丁寧で、

表面はハケ目による凝った調整がなされている。

57は口縁が外反する鉢である。58は手づくねの鉢

である。

　甕の形態からみて弥生時代終末から古墳時代

初頭に廃絶された住居であるとみられる。この住居

はS05を切るが、双方の遺物からみた時期差はほ

ぼ無いとみられ、両遺構の時期差は小さいとみら

れる。

S13（掘立柱建物：古代）　【第139図】

　調査区南部で検出された掘立柱建物跡であり、

検出された柱穴は5基である。東側に３基南北に並

び、西側に２基南北に並ぶ。建物跡の東側は調査

区外であるため正確な建物プランについては不明

である。柱穴の形状は円形をなし、径0.3m程度で

ある。削平をうけており、ピットの深さは0.3～0.4m

程度である。建物規模は検出部分では東西１間×

南北２間であるが、さらに東方向に調査区外に延

長するとみられる。現況では南北3.8m、東西3.4m

を測る。建物の長軸は南北方向に沿う。出土遺物は

無く、遺構形成・廃絶期に関わる遺物は確認できな

かった。遺構の特徴からみて中世の掘立柱建物で

ある可能性が高い。

S14 （掘立柱建物：古代）　【第24・25図】

　調査区南西端部で検出された掘立柱建物跡であ

り、検出された柱穴は3基である。建物跡の東側は

調査区外であるため正確な建物プランについては

不明である。柱穴の形状は円形をなし、径0.6～

0.8m程度である。削平をうけており、ピットの深さは

0.3～0.4m程度である。建物規模は検出部分では

東西１間×南北1間であるが、さらに西にむけて調

査区外に延長するとみられる。現況では南北3.7m、

東西2mを測る。建物の南北軸は西に15度振る。廃

絶時に柱は掘抜かれたとみられ柱痕はみられず、柱

穴からは多くの遺物が出土した。遺物はP1(61、62、

70）とP2（57～60、63～69、71）から出土している。
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57～60は須恵器の坏であり、61、62は須恵器の

坏もしくは椀である。63は須恵器の皿である。64

は須恵器の壷である。65は土師器の椀である。

66は内黒の黒色土器の坏であり、67～69は内

黒の黒色土器の椀である。70は須恵器の鉢であ

り、火襷がみられる。71は須恵器の大甕である。

須恵器は９世紀前半から中葉頃のものであり、

土師器と内黒の黒色土器は9世紀後半に及ぶと

みられる。従って廃絶期は9世紀後半の可能性が

高い。

　

Ⅲ　調査の成果
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Ｓ09（竪穴住居：弥生時代終末～古墳時代初頭） 

【第19・20図】

　調査区南西端部で検出された竪穴住居であり、西側半

分が調査区外に位置する。南北方向が6.3m、東西方向の

検出長4.7m、深度0.3mを測る。今回の調査区内で最大の

サイズの竪穴住居であり、南北方向の軸は西に19度振る

。S04に切られ、S05を切る。ベッド状遺構は北、東、南の3
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59～62は須恵器の坏であり、63、64は須恵器の坏

もしくは椀である。65は須恵器の皿である。66は須

恵器の壷である。67は土師器の椀である。68は内

黒の黒色土器の坏であり、69～71は内黒の黒色土

器の椀である。72は須恵器の鉢であり、火襷がみら

れる。73は須恵器の大甕である。須恵器は９世紀

前半から中葉頃のものであり、土師器と内黒の黒色

土器は9世紀後半に及ぶとみられる。従って廃絶期

は9世紀後半の可能性が高い。

P 24（土壙：弥生時代後期）【第26・27図】

　S09の南東端に位置する方形の土壙である。砥石

（74）が出土している。74は弥生時代後期頃の砥石

であるとみられる。凹みに鉄錆がみられることから

鉄器の研磨に使用されたとみられる。

Ⅳ　総括

　発掘調査の結果、調査区からは弥生時代から古

代にかけての集落跡を確認できた。発掘調査で検

出した遺構は、竪穴住居8棟、溝状遺構１条、柱穴8

基、柱穴から復元可能な掘立柱建物2棟である。ま

た、遺物包含層および遺構埋土からは、弥生土器・

土師器・須恵器などコンテナ6箱分の遺物が出土し

た。本発掘調査において確認された成果について、

時代順に詳述する。

　弥生時代の遺構は出土遺物からみて、弥生時代

後期から古墳時代初頭におよぶものであり、集落の

形成時期はこの頃を上限とする。南側隣接地にお

いて確認された竪穴住居群は弥生時代終末に留ま

るもので、古墳時代初頭に及ばない。集落内におい

ても時期によって利用された空間が異なるとみられ

る。

　古墳時代前期から中期の遺構は認められないが、

S01で竈を有する古墳時代の竪穴住居を確認でき

た。従前までは、高岡原遺跡において同時代の竪穴

住居は認められていなかったが、今回の調査で、古

墳時代においても集落が営まれていた証左を得た。

周辺には糠峰古墳などの古墳が造営されており、そ

の母集団との関係が考えられる。

　古代には調査区を南北に縦断する溝S04が掘削

され、区画溝として機能したとみられる。溝の埋土中

からは古代の布目瓦が出土しており、付近に郡衙関

連の施設が存在した可能性も考えられるが、周辺の

調査を含め明確な施設を確認できておらず、推測の

域を出ない。古代の遺構として掘立柱建物S14があ

るが、よく類似した須恵器甕が出土するが接合はし

なかった。また出土遺物は溝S04より若干時代が下

るようであり、両者の方向軸が一致しないことも含め

て、溝S04のほうが一段古いようである。

　古代以降、明確な集落形成は行われなくなるが、

掘立柱建物S13が検出されているほか、中世の土師

器を含むピットが検出されている。以後は近世の造

成を経て、居住地以外の土地利用として、耕作地また

は空閑地になっていたとみられる。

S14 （掘立柱建物：古代）　【第24・25図】

　調査区南西端部で検出された掘立柱建物跡であり、

検出された柱穴は3基である。建物跡の東側は調査区

外であるため正確な建物プランについては不明であ

る。柱穴の形状は円形をなし、径0.6～0.8m程度であ

る。削平をうけており、ピットの深さは0.3～0.4m程度

である。建物規模は検出部分では東西１間×南北1間

であるが、さらに西にむけて調査区外に延長するとみ

られる。現況では南北3.7m、東西2mを測る。建物の南

北軸は西に15度振る。廃絶時に柱は掘抜かれたとみ

られ柱痕はみられず、柱穴からは多くの遺物が出土し

た。
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調査区南部遺構検出状況（北西から） 調査区北部遺構確認状況（北から）

調査区南部遺構掘削状況（南東から）

S01竃付竪穴住居掘削状況（西から）調査区南部遺構掘削状況（南から）

調査区北部遺構完掘状況(北から）

写真3　高岡原遺跡調査状況1



写真4　高岡原遺跡調査状況2

S01 竃跡掘削状況（北東から) S02竪穴住居掘削状況（東から)

S03竪穴住居掘削状況（西から）

S04 遺構掘削状況（南西から）S02, S03 遺構掘削状況（北西から）

S02 竪穴住居内土壙遺物出土状況（西から）
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写真4　高岡原遺跡調査状況2

S01 竃跡掘削状況（北東から) S02竪穴住居掘削状況（東から)

S03竪穴住居掘削状況（西から）

S04 遺構掘削状況（南西から）S02, S03 遺構掘削状況（北西から）

S02 竪穴住居内土壙遺物出土状況（西から）
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S04 溝断面（南から） S05 竪穴住居掘削状況（西から）

S06竪穴住居, S07 竪穴住居掘削状況（南西から）

S09 遺構埋土断面（南から）S09 竪穴住居とS14掘立柱建物（南から）

S06 竪穴住居掘削状況(北東から）

写真5　高岡原遺跡調査状況3



写真6　高岡原遺跡調査状況4

遺構掘削状況（S08竪穴建物：東から) 遺構掘削状況（S08、S09：南から)

S 14 P1断面（東から）S 14 構成ピットとS09竪穴住居（南から）
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S 14 P2遺物出土状況（南東から） P24 遺物（砥石）出土状況（南から）



写真6　高岡原遺跡調査状況4

遺構掘削状況（S08竪穴建物：東から) 遺構掘削状況（S08、S09：南から)

S 14 P1断面（東から）S 14 構成ピットとS09竪穴住居（南から）
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S 14 P2遺物出土状況（南東から） P24 遺物（砥石）出土状況（南から）
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